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である。epithetにはpositive epithetとnegative epithetの２種類がある。positive epithetの下位グル
ープでは、とくにsweetなどのepithet of sweetness（ES）が重要である。negative epithetにはb chのよ
うなanimal vocativeなどがある。まず、ESが対人関係で果たすコミュニケーション機能が論じられ、ESには、
デフォルト機能として「好意表示機能」があると指摘された。この基本機能から二次的に生じる「強め・弱め
機能」が発話内力(illocutionary force)に影響を及ぼすことによって、コミュニケーションにおける対人関係
が微調整されるとの分析は、本論文の白眉であり、もっとも注目される見解である。この分析は、続くnegative 
epithetにも有効であり、bitchのような呼び掛け語は、デフォルト機能として「侮蔑表示機能」を持つ。これ
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は、聞き手のfaceを脅かす可能性を高くする。これが二次的に発話内力を強める働きをすることが明らかにさ
れた。 
 本論文は、英語の呼び掛け語を総合的に論じたものである。ポライトネスの観点からfaceの概念に着目し、
呼び掛け語が聞き手のfaceにどのような働きかけを行い、それが二次的に発話内力にどのような影響を及ぼす
かを解明し、よって呼び掛け語がコミュニケーションにおいて微妙な対人調節機能を発揮することを、よく整
理されたデータに基づいて明らかにした。理論的考察と並んで実証面においても高く評価される。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
